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はじめに

吹奏楽は、その編成の大きさや演奏する曲目の様式等によっていくつかの種類のものが

あるが、演奏形態に基づいて分類すると、椅子に座って演奏を行うコンサート・バンド

(Concert Band)と、行進やパフォーマンスを伴うマーチング・バンド(Marching Band)

の二つに大きく分けられるだろう。このマーチング・バンドの歴史は古く、その原型は既

に先史時代にまで遡ることができ、エジプトにおいては軍隊の隊列行進用に演奏を行って

いたことが知られている。さらに8世紀に入ると、トルコでぱメフテル(Mehter)"とい

う正式な王立軍楽隊が組織され、行進用のみならず平和のためのシンボルの一つとしても

広く演奏活動を行っていた。(1)(2)しかし現在のように、マーチング・バンドの活動が学校

教育の場にも多く取り入れられるようになったのは、アメリカン・フットボールの試合の

途中に行われるハーフ・タイム・ショーに代表されるような“見せるため"のショー・ス

タイルのマーチング・バンド(Show style Marching Band)や、もともと退役軍人によっ

て青少年を対象にした社会教育活動の一つとして始められだパレード用"のコー・スタ

イルのマーチング・バンド(Corps style Marching Band)の影響を無視することはできな

い。(3)ちなみに、日本の学校教育現場におけるマーチング・バンドの活動は、第二次世界

大戦後に各地の小学校において盛んに行われるようになった鼓笛隊に、その端を発してい

ると考えられる。そして現在では、大学のサークル活動だけではなく、多くの小学校や中

学校、高等学校の吹奏楽部においても広くマーチング・バンドの活動を取り入れるように

なり、2つの全国規模の組織がそれぞれ地方レベルから全国レベルにまで及ぶコンテスト

やフェスティバル等を毎年活発に開催している。

そして、そのマーチング・バンドの教育的な効果はさまざまな分野に及んでいると考え

られているが、音楽に関わるものとしては、特に次の2点が掲げられている。(4)

1.正確なリズムを体得し表現できるようにする。
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2。音楽を体で感じ、表現できるようにする。

つまり、音楽の要素に直接関係する分野における教育的効果と、身体表現というパフォ

ーマンスの一種として演奏者の意識に関係する分野における教育的効果の、特に2つの種

類の有効性がマーチング・バンドの活動に期待されている。

1。研究の目的と実験調査の概要

1.1 研究の目的

ところで、適切に訓練されたマーチング・バンドのステップは、見た目にも美しく軽決

に感ずるのだが、初心者によるマーチング・バンドのステップは何かしら異なる印象を持

つことが少なくない。ここで問題になるのは、「その両者のステップの違いはいったい何な

のか。」ということであるが、少なくともそれはフォーメーションや統制美とは別の次元の、

もっと基本的な問題であるように思われる。残念ながら、その問題に直接触れた研究や文

献は、筆者の調査した範囲には見られなかった。さらに、意外にもこのマーチング・ステ

ップの足の動作のタイミングについては、その指導者の間においてもこれまで本格的な議

論がなされないままになっているようである。科学的な見方をすれば、この違いは「ビート

と足の着地のタイミングの“ずれ"具合、つまりタイム・ラグの取り方」にあるのではない

かと推測することができる。そこで今回は、様々な種類のマーチング・ステップの中から、

特にステップそのものが視覚的にも強調され、なおかつ次の節において詳しく述べるよう

に、いくつかの基本動作の中で最も基本であり重要とされているマーク・タイム時(足踏み

時)のステップを取り上げ、ビートと足の着地とのタイミングの“ずれ"方に焦点を絞って、

マーチング・ステップの足の動作について実証的・分析的にアプローチしてみることを試

みた。そして本研究においては、上級のマーチング・バンド部員を対象に実験を行い、経

験者によるマーク・タイム・ステップの足の動作の特徴について分析してみたい。

1。2 マーチング・ステップの分類

マーチング・バンドの有する教育的効果について、音楽の重要な要素の一つであるリズ

ムに関わるものとして考えた場合でも、あるいは身体表現に関する面から考えた場合でも、

その最も大切な基本はステップにあるといっても過言ではないであろう。そして現在、小

学校や中学校の段階でのマーチング・バンドにおいては、主に次の3種類のものが基本ス

テップとして多く用いられている。(5) (I)

1.フォワード・マーチ・ウォーキング・ステップ:(Forward March Walking step)

前進行進時の標準的なステップで、足は踵から地面を離れ、踵から着くように歩く。

(足がローリングするように歩く。)

2.フォワード・マーチ・ハイ・ステップ:(Forward March High step)

ももが水平になるまで高く上げて歩く方法で、足は踵から離れるが、踏み出した足は

つま先から着くように歩く。

3.マーク・タイム:(Mark Time)

足踏みの時のステップで、足を上げる時は踵から離れてつま先が最後に離れ、降ろす
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時はつま先が最初に地面に着くようにする。

そして、これらのステップの中でも、次に引用するようにマーク・タイム・ステップは

いくつかの基本動作の中でも最も重要なものの一つとして考えられている。「(マーク・タ

イムのステヅプは)基本動作の中でも、重要かつ難しいものとされている。足踏みの統一美

でそのバンド全体の力量を判断することができるといわれており、統一された足踏みは、

あらゆる動きの基本であり、演奏の基本ともなって、アタックやフレージングのよくそろ

う、一糸乱れない演奏に効果をあげることであろう。」(7)

以上のような理由から、本研究においては、特にマーク・タイム・ステップに焦点を絞

ってアプローチしてみたい。

1。3 実験調査の手続き

実験は、マーチング・コンテストの全国大会に出場した経験を持つ愛知県内の高等学校

のマーチング・バンド部に協力を依頼し、その部員の中から2年生と3年生を対象にして

次の方法で行った。なお、最終的な有効被験者は28名であった。

今回の研究では特にマーク・タイムのステップに焦点を絞っているので、被験者は一人

ずつ、ビートを意味しているメトロノーム音をいくつか聴いてから、好きな時にマーク・

タイム・ステップを開始し、メトロノーム音を聴きながら35回ほどステップを継続した。

そして、その様子は全てビデオ・カメラに記録された。次に、ビデオに記録された35回分

のステップの中から、最初の5回を除いた30回分のステップについて、ビートを意味して

いるメトロノーム音と足の踵の部分の着地のタイミングの“ずれ"であるタイム・ラグを

一つ一つ分析し、マーチング・バンド経験者によるマーク・タイム・ステップの足の動作

の特徴について分析することを試みた。

被験者が行った35回分のステップから、最初の5回分を分析の対象から外した理由は次

のとおりである。「(テンポの)同期反応は非常にすばやく成立し、第3音から達成される

ことが示されている。繰り返されるパターンに対して、次に何か起きるかを予期して反応

する場合も、同期反応は3パターンで成立する。」(8)というポール・プレスらによる先行

研究の報告を参考にして、被験者によってはまだテンポ同期が成立していない可能性も考

えられる最初の5つ分を除いて、既にテンポの同期は達成されていると判断され得る6つ

目のステヅプ以降を分析の対象にした。

さらに、ステップの総数を35回(分析の対象は30回分)に設定した理由は次のとおりで

ある。それは、山田真司らによる「音楽演奏者の基礎的な時間的制御能力を測定するため、

中程度のピアノ演奏能力を有する音楽専攻学生に等間隔タッピングを行わせ、その時間間

隔ゆらぎを分析した。その結果、等間隔タヅピングの時間的制御に、過去約20tapの時間

間隔を保持し、これを用いて次の時間間隔を決定するような機構が基本的に介在すること

が示唆された。一略-、等間隔タッピングを制御する記憶機構の限界容量の値は、テンポや

被験者に特有のものではなく、いつも約20tapを中心に分布することが分かる。一略-、音

楽演奏の訓練によって、ゆらぎが小さくなる様子が示された。このことは等間隔タッピン

グを制御する機構は同一でも、訓練によって、その機構の利用の仕方がうまくなることを
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示している。」(9)という先行研究の報告を参考にして、記憶機構の限界容量とされる20tap

を越える30回分のステヅブを分析の対象に設定した。

また、今回の実験においてはMM=:66とMM=112の2種類のテンポを設定したが、その

理由は次のとおりである。現在の小学校や中学校におけるマーチング・バンドにおいては、

スロー・マーチ(Slow March)とクイック・マーチ(Quick March)の2種類の速さで演奏

される曲を取り上げる場合が多いと思われるのだが、このうちスロー・マーチの場合は通

常MM=60前後のテンポを標準にすることが多く、そしてクイック・マーチの場合も通常

MM=120前後のテンポを標準にすることが多いようである。 ‘")しかし、荻原省巳の行った

「等間隔打拍を用いたテンポ保持感覚の測定実験」の報告、および「演奏レベルにおけるテ

ンポ保持感覚の測定実験」の報告において、ともに「最初に設定したテンポは無意識のうち

に6%延長されて安定する。(川)ということが確認されていることから、これらの結果を

考慮し、スロー・マーチを想定したMM=60をメトロノームの目盛の関係で10%ほど速く

してMM=66に設定し、クイック・マーチを想定したMM=120も約6%ほど遅くしてMM

=112に設定した。

なお、分析の最小単位は1/30秒、つまり約33.3msである。

2。実験結果の分析と考察

まず、MM=66とMM=112の2つのテンポを合わせた全体の分析結果について説明する。

各データを相互に比較すると、マーク・タイム・ステップの足の動作のうち、ビートを意

味しているメトロノーム音と足の着地点とのタイミングの“ずれ"のバラツキの様子を表

した分散値とSD値(標準偏差の値)が、MM=66においてかなり大きくなっていることが

分かる。これは、スロー・マーチでは一回一回のステップ動作のタイミングの変動が大き

く、足踏みのタイミングをメトロノームに合わすテンポの同期や、その速度を一定に保つ

テンポの保持がより難しかったことを意味している。これについては、他の研究者による

パーソナル・テンポを扱った先行研究において、今回の分析結果に密接に関連する報告が

なされており、‘")さらに筆者自身が行った一連の先行研究においても「遅いテンボよりも

速いテンポのほうが、テンポの同期を行いやすい。」ということを確認しており、今回の

分析結果はそれに一致したものである。(13)(1‘}

また、メトロノーム音と足の着地点とのタイミングの“ずれ"であるタイム・ラグの平

均は-287.2msであり、マーチング・バンド経験者によるマーク・タイムのステップでは、

「ビートを意味しているメトロノーム音よりも、足の着地のタイミングのほうが先行す

る。」

という現象が明らかにされた。

各被験者ごとの全データは「表1」に整理して、文末にまとめて載せているので参照され

たい。各欄とも、上段がスロー・マーチを想定したMM=66の結果を、下段がクイック・

マーチを想定したMM=112の結果を表している。以下、テンポごとに分けてさらに詳しく

分析と考察を進めたい。
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2。1 スロー・マーチにおける結果の分析と考察

まず、スロー・マーチを想定したMM=66の場合の分析結果とその考察について説明す

る。ビートを意味しているメトロノーム音と足の着地点とのタイミングの“ずれ"のバラ

ツキの様子を表した分数値は1257.84、SD値(標準偏差の値)は33.5297であった。そし

て、メトロノーム音と足の着地点とのタイミングの“ずれ"であるタイム・ラグの全被験

者の平均は-400.23msであった。各被験者のデータからMM=66のものだけを抜き出して

「表2」に整理し、文末にまとめて載せているので参照されたい。また、全被験者の1ステ

ヅブごとのタイム・ラグの平均を、「グラフ1」に置きかえてあるので、併せて参考にされ

これによると、経験者によるマーク・タイム・ステッブのうち、スロー・マーチにおい

ては、ビートを意味しているメトロノーム音よりも足の着地のタイミングの方が約400ms

ほど先行していることになる。もしこの400mを音価に当てはめると、MM=66においては

「8分音符」一個分に近い値に相当する。しかし、テンポの同期については、ポール・プレ

スらによる先行研究で次の特微か確認されている。「同期について語る時は、何か何に同期

するのかをはっきりさせる必要がある。実際、人差し指による打拍と音との時間間隔を測

定すると、打拍が約30msほど音よりも先行していることが分かる。被験者はこのずれをき

ちんと知覚してはいない。」とし、その理由を「被験者の同期の基準は聴覚情報と触運動感

覚情報の大脳皮質レペルでの時間的一致であると考えることができる。この時間的一致を
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より正確にするためには、末梢情報の伝達にかかる時間を見込んで打拍動作をわずかに音

に先行させなければならない。」と説明している。(15)さらに、筆者自身が行った一連の先

行研究においても、同様の結果を確認している。(16)(17)つまり、マーク・タイム・ステップ

のタイミングについて、被験者白身の意識の面から検討する際には、メトロノーム音の発

音時ではなく、それより僅かに早い約一30msの時点をゼロ・ポイントとして設定し直さな

ければならないことになる。このことから、ステップを行っている被験者自身の意識とし

ては、-400IIISから30msを差し引いた-370msほど、足の動作をメトロノーム音よりも先に

行っていることになる。ちなみにこの-370msを音価に当てはめるとこのテンポにおいては

「16分音符」一個に「32分音符」一個を加えた、「付点16分音符」約一個分の値に相当する。

以上のことを整理すると、MM=66のスロー・マーチでは、経験者によるマーク・タイ

ム・ステップは、視覚的に捉えた場合には、ビートを意味しているメトロノーム音よりも

ステップ動作の足の着地の方が「8分音符」約一個分ほど先行していることになる。そして、

被験者自身の意識から考えた場合でも、ビートを意味しているメトロノーム音よりも「付点

16分音符」約一個分ほどステップ動作の足の着地を早く行っていることになる。さらに、

経験者によるマーク・タイム・ステップでは、一方の足の着地後すぐに反対側の足上げ動

作が行われるため、メトロノーム音の発音時には既に足が上がっていることになる。実際

にその様子を確認するために、記録されたビデオの中からメトロノームの発音時の部分を

抜き出して「写真1」として載せておくので参照されたい。この写真にも見られるとおり「ス

ロー・マーチにおける経験者のマーク・タイム・ステップでは、ビートを意味しているメ

トロノーム音の発音時には既に足が上かっている。」ことが、本実験において明らかにされ

た。

[写真1]

[MM= 6 6の場合]
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2。2 クイック・マーチにおける結果の分析と考察

次に、、クイック・マーチを想定したMM=112の場合の分析結果とその考察について

説明する。ピートを意味しているメトロノーム音と足の着地点とのタイミングの“ずれ"

のバラツキの様子を表した分散値は526.763、SD値(標準偏差の値)は22.3080であった。

そして、メトロノーム音と足の着地点とのタイミングの“ずれ"であるタイム・ラグの全

被験者の平均は-174.16msであった。各被験者のデータからMM=112のものだけを抜き出

して「表3」に整理し、文末にまとめて載せているので参照されたい。また、全被験者の1

ステッブごとのタイム・ラグの平均を、「グラフ2」に置きかえてあるので、併せて参考に

されたい。

これによると、経験者によるマーク・タイム・ステップのうち、クイック・マーチにお

いては、ビートを意味しているメトロノーム音よりも足の着地のタイミングの方が約

174msほど先行していることになる。もしこれを音価に当てはめると、MM=112において

は「付点16分音符」一個分に近い値に相当する。しかし、前節において述べた理由により、

-30msの時点をゼロ・ポイントとして設定し直すと、ステップを行っている被験者自身の

意識としては、-174II1Sから30msを差し引いた-144i×1sほど、足の動作をメトロノーム音よ

りも先に行っていることになる。ちなみにこの-144msを音価に当てはめると、このテンポ

においては「16分音符」一個に「64分音符」一個を加えた、「複付点16分音符」一個分に近い

値に相当する。
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以上のことを整理すると、MM=112のクイック・マーチでは、経験者によるマーク・タ

イム・ステップは、視覚的に捉えた場合には、ビートを意味しているメトロノーム音より

もステヅプ動作の足の着地のほうが「付点16分音符」約一個分ほど先行していることにな

る。そして、被験者自身の意識から考えた場合でも、ビートを意味しているメトロノーム

音よりも「複付点16分音符」約一個分ほどステップ動作の足の着地を先行して行っている

ことになる。さらに、経験者によるマーク・タイム・ステヅブでは、一方の足の着地後す

ぐに反対側の足上げ動作が行われるため、ビートを意味しているメトロノーム音の発音時

には既に足が上がっていることになる。実際にその様子を確認するために、記録されたビ

デオの中からメトロノームの発音時の部分を抜き出して「写真2」として載せておくので参

照されたい。この写真にも見られるとおり「クイック・マーチにおける経験者のマーク・タ

イム・ステッブでは、メトロノーム音の発音時には既に足が上がっている。」ことが、本実

験において明らかにされた。

[写真2]

[MM= 1 1 2の場合]
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3。結論

それでは、今回の実験で得られた分析結果とその考察に基づいて本研究の結論を次の二

点に整理しておきたい。

第一に、クイヅク・マーチよりはスロー・マーチの場合のほうが、ステップの足の動作

のタイミングを適切に揃えることや、テンポを適正に同期させることがより困難であるこ

とを確認した。この結果については、先に述べたとおり他の研究者による先行研究におい

ても今回の分析結果に密接に関連する報告がなされており、(II)さらに、筆者の行った一連

の先行研究の分析結果とも一致するものである。(19) (20)よって、初級者を対象にしたマーチ

ング・バンドの指導においては、クイック・マーチや、ある程度軽快なアッブ・テンポの

曲から順次導入すぺきであろう。

第二に、上級のマーチング・バンド部員によるマーク・タイム・ステップには、「メトロ

ノーム音よりもステッブ動作の足の着地のタイミングの方が、相当時間先行する。」という

特徴が明らかにされた。つまり、スロー・マーチでは「ビートを意味しているメトロノーム

音の発音時には、既に足が上がっている。」ということを、そしてクイック・マーチにおい

ても、同じように「ビートを意味しているメトロノーム音の発音時には既に足が上がってい

る。」ということを確認している。つまり、これまで漠然としてしか知られていなかった経

験者のマーク・タイム・ステップについて、経験者はピート(拍)とステッブ動作の足の着

地が一致するような「拍点確認型のステッブ」ではなく、ピート(拍)で既に足が上がっ

ている「拍点足上げ型ステヅブ」を行っていることが、本実験において分析的視点から確

認された。

おわりに

本研究においては、マーク・タイム・ステップというー音楽現象を実証的・分析的に

明らかにすることを試みたが、今回確認された分析結果は、これまで指導者の間でも曖昧

にしか知られていなかった「軽決なマーチング・ステップとは、ステヅプ動作のタイミン

グ、つまり足の動きがいったいどのような状態になっているのか。」という基礎研究の分

野について、新しい視点を投げかけていると考えられる。同時に、これまで「経験と感」

にしか頼ることのできなかったこの分野の指導法についても、「マーチング・バンドの指

導において、生徒に対してどのように説明すれば効果的、かつ分かりやすく軽決なマーチ

ング・ステップを指導することができるのか。」という臨床の分野に対する具体的根拠と

なり得ると同時に、有益なヒントを与えているものと思われる。さらに、今回得られた分

析結果は、単にマーチング・ステップの問題にとどまらず、演奏者の「ビート(拍)の捉

え方」という問題にも繁がっていく可能性を否定できない。よって、今後はこの分野の研

究についても積極的に取り組んでいきたい。

なお最後になったが、今回煩雑な実験に快く協力していただいた安城学園高等学校教

諭・吉見光三先生と当校吹奏楽部の部員諸君に謝意を表したい。
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[表1]マーチング経験者
[表2]MM- 6 6の場合

[表3]MM- 1 1 2の鳩合
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